第３回国際熱帯降雨観測衛星（TRMM）科学会議のお知らせ

　第３回国際熱帯降雨観測衛星(TRMM)科学会議が、宇宙航空研究開発機構（JAXA）と、米国航空宇宙局（NASA）の共催で、来年2008年２月４日から８日の予定で、米国のラスベガスで開催されます。 
　TRMMは、1997年11月に打ち上げられ、この11月には10周年を迎えます。TRMMには世界で初めて降雨レーダーが搭載され、宇宙からの降水の三次元分布とその振舞いを明らかにしました。ハワイ、奈良に引き続いて、今回米国ラスベガスでの開催となる本科学会議では、降水算出アルゴリズム、検証、降水気候額、降水システムの特性、対流・台風、気候モデル、水循環、データ同化、雷、海洋および陸面、観測実験、応用およびデータなど、きわめて広い分野でのTRMM関連研究について議論が行われる予定です。 
　アブストラクトの提出〆切が迫っております。興味のある方は、10月31日までに、アブストラクトを、andrew.negri@nasa.gov　にお送りください。アブストラクトの形式は決まっていませんが、ポスターか口頭かの希望は書いていただくようにお願いします。この件でのご質問は、JAXAの沖理子（oki.riko@jaxa.jp）または、気象研究所の中澤哲夫（nakazawa@mri-jma.go.jp）までご連絡ください。あまり時間がなくて恐縮ですが、気象学会の会員の方々の積極的なご参加をお願いします。
